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全日本年金者組合中央本部
年 金 相 談 室
　　　★　1億人（受給者3000万人、加入者7000万人）に、ただちに年金記録を送れ

　　　★　当面加入期間10年で年金を支給せよ

　　　　★　全額国庫負担による最低保障年金制度をつくれ

　　　特集　：　ねんきん特別便　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

これからが本番

「宙に浮いた年金記録5,000万件」の名寄せの作業が終わりました。

公表された結果は、解明・３,０７０万件, 約4割は未解明で２,０２５万件でした。

さらにコンピューターに入力されず紙台帳のまま残された大量の年金記録が存在します。

今年10月までに、1億人（受給者３,０００万人・加入者７,０００万人）すべてが「ねんきん特別

便」という形で年金記録を受け取ります。政府はここで一応の区切りをつけたいのでしょうが、

私たち国民にとってはこれからが本番です。
私たちは、「ひとりの犠牲者も出さない、最後のひとりまでお支払いする」という政府の約束を

忘れず早期の解決を要求すると共に、何年掛かっても記録の回復を要求し続ける覚悟が必要

です。

Ｑ＆Ａ
Ｑ１，「ねんきん特別便」を受け取りましたが、なぜ送られてきたのですか。

Ａ、社会保険庁は、コンピューターの中の「宙に浮いた年金記録5000万件」を調査した結果を

「ねんきん特別便」として該当者に送りはじめました。07年12月から08年3月までに「ねんき

ん特別便」を受け取った人は、「あなたと同じ氏名・生年月日・性別の年金記録が別にあります、

あなたの記録ではありませんか」と聞かれているのです。
この段階での通知書は、「かなり高い確率であなたの年金記録が別にあり、年金額が増える可

能性も高い」と告げています。新たに記録が確認されれば、時効は撤廃されたので、受給権発生

までさかのぼって訂正されます。かなり多額の差額と、これからの年金額の増額を手にすることが

できます。

Ｑ２、「ねんきん特別便」を受け取ったら、どうしたらよいのですか。
Ａ，これはあなたにとって重要な通知です。

年金額が増える可能性が大きい通知書なのです。
①　水色の封筒を必ず開ける

②　早合点してすぐ返事を出したりしないで内容をよく検討する　
③　通知書そのものの意味が全く分からないからとそのままにしない

・・・などに先ず注意してください。

「ねんきん特別便」は内容がわかりにくく評判が悪いのですが、早合点して損をしないようにしま

しょう。

「ねんきん特別便」を受け取った人が、自分の年金記録は間違いないと思い込み、簡単に「訂

正なし」と返事を出しています。

「訂正なし」の8割が、実は年金記録が漏れていて何年間も損をしていたことに気づかず返事

を出していました。

　　　次のことを確かめてください。

①　「ねんきん特別便」に書かれている厚生年金・共済年金の加入記録が自分の職歴と合ってい

るか、職歴を書き出して確かめましょう。

2 国民年金の加入期間と保険料納付済期間・未納期間を確かめます。特に未納期間に注意
します。払ったのに未納になっていないか確かめましょう。

国民年金の未納期間と厚生年金の加入期間の重複の可能性も視野に入れてください。

以上の準備ができたら、「年金記録の混乱の解決は国の責任である」という心の準備もして、

出来れば年金者組合の仲間と一緒に、社会保険事務所に行きましょう。

Ｑ３、職歴といわれても、古いことで思い出せません。

Ａ，会社名・所在地・勤務期間など思い出せなければ、社会保険事務所でヒントをくれます。

社会保険事務所に聞くときには、①年金記録の混乱は国の責任であるし、②数十年前の記憶をはっきり思いだせないのは当たり前であるのですから、諦めないで粘り強くヒントを要求しましょう。

Ｑ４、年金記録の漏れは、どのようなケースが多いのでしょうか。

Ａ，①結婚前の旧姓の記録　②氏名の読み方がむずかしい　➂戦前の軍需工場勤務　④同じ会社でも転勤が多い　⑤年金番号を複数持っている　⑥短期間の勤務で加入した　⑦学生時代のアルバイト　⑧転職が多い　⑨親が子の知らない間に国民年金の保険料を払っていた ・・・など様々なケースがあります。

記録漏れの原因は多岐にわたります。事情があって偽名で勤めたり、生年月日を偽って勤めた場合もあるでしょう。この場合も、社会保険事務所に申し出て相談してください。

会社が保険料を賃金から天引きしながら、社会保険事務所に納入しなかったため、厚生年金に加入していないことになっていた例、賃金を低く届けていたなどの例もあります。

このようなケースは、厚生年金特例法が出来て、国で救済することになりました。

Ｑ５，私には「ねんきん特別便」が届かないけれど・・・

Ａ、「ねんきん特別便」は、受給者3,000万人・加入者7,000万人計1億人すべての人に送られることになっています。

07年12月から発送が始まり、08年10月までにすべての人に送られて終わる予定になっています。３月までは、Ｑ１に記載のケースの方です。現在年金を受給されている方全員に、４月、５月の二ヶ月の間に特別便が届く予定になっています。年金加入者の方には６月から１０月までの間に送られる予定です。

あなたにも必ず送られるはずです。

本当に1億人に届くのか、住所を把握しきれないのではないか、心配です。しっかり見守っていきましょう。

	Ｑ６、「ねんきん特別便」の年金記録に漏れがあり、社会保険事務所に調べてもらいましたが、どうしても見つかりません。どうしたらよいでしょうか。


Ａ，このような場合、第三者委員会（総務省）に申し出ます。

社会保険事務所とのやり取りで解決しない場合、社会保険庁ではなく総務省に設置された第三者委員会が社会保険事務所とは違う基準で調べます。
第三者委員会は、三つの判断基準を示し、その1つとして「判断の基準は、『申し立ての内容が、社会通念に照らし明らかに不合理ではなく、一応確からしいこと』とする」　となっています。

07年7月、中央と各都道府県に設置され、窓口は各社会保険事務所にありますので、申し出てください。　積極的に利用しましょう。

これから、第三者委員会が果たすべき役割は重要です。

年金記録の混乱の解決が国の責任であることは明らかであり、「宙に浮いた年金記録5,000万件」問題を解決するために、第三者委員会は本来の役割を果たせるのか、多くの国民は第三者委員会の大胆な決断（国民の側に立った）を期待しているでしょう。

Ｑ７、二つ以上の共済組合に加入歴がある場合は？

Ａ，共済組合は、大きく分けて三つ、国家公務員共済組合・地方公務員共済組合・私立学校職員共済組合があります。それぞれの共済組合加入期間は通算されます。

例えば、郵便局（国家公務員共済組合）に５年勤めて、その後市役所に３０年勤務と言う場合です。郵便局の分が退職一時金で清算されていても利息をつけて返し、通算して年金額を決定す

ることができます。

共済組合年金受給者の方の中には、公務員になる前、ごく短期間民間に勤めた厚生年金の請求漏れがみられます。１ヶ月でも無駄にはなりません。

Ｑ８，遺族が、すでに死亡している人の記録を調べることはできますか

Ａ，遺族が死亡している人の記録を調べることはできます。

現在、遺族年金を受給している妻が、夫の加入記録を調べ直し、漏れを見つけることが出来れば、遺族年金が増える可能性があります。

遺族年金を受給していない妻が、夫の記録の漏れを見つけて、新たに遺族年金を受給することができるかもしれません。

５,０００万件問題の中で、あらためてこの問題が浮上しています。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

「宙に浮いた年金記録５,０００万件」問題は、数千万人が当事者となります。

自らの権利回復を要求する数千万人の運動に発展する展望もあります。

年金者組合では、受給者・加入者の年金権をまもる運動をしていますが、「宙に浮いた５,０００万件」問題では、組合員から、あるいは組合員でない方からのご相談も歓迎しています。

支部・県本部・中央本部にご相談ください。

企業年金コーナーもあります。ご愛読ください。

	年金相談室から

· 年金相談日は、毎週、火曜日と木曜日、午前１１時から午後４時まで受け付けています。

· 電話・ＦＡＸ・手紙・メールなどで相談・意見・質問何でもお寄せください。

　　　　　　　電話：０３－５９７８－２７５１　　ＦＡＸ：０３－５９７８－２７７７

　　　  　　　mail: aae41550@pop21.odn.ne.jp

· この「年金相談室通信」へのご意見・ご要望をお聞かせください。
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